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平成 28年度 全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について 

 

1.教科に関する調査結果の概要 

カテゴリー 学力調査の分析（傾向や特徴） 
全国平均正答率と

の比較 

国語 A 
 中学三年生として知っておくべき語彙力が、かなり不足している。特に、難語や

慣用表現の知識が不足しており、結果文意を捉えられない生徒が多い。文脈か

ら語意を判断・推察できる生徒もいるが、それもごく一部である。 
下回っている 

国語 B 
あるテーマに対し、「仮説→調査や検証→考察を確立」こうした流れに則して論

理的に物事を考えていく力が弱い。学習に於いて「答えや結論を求めたがる」

「意見をぶつけあう場面を避ける」「安易に人に聞いたりスマホなどを利用したり

し、また疑問をもたずに受け入れる」といった状況が見受けられる。 
下回っている 

数学 A 
ほとんどの問題で全国平均正答率を下回っており、特に平面図形や空間図形と

いった幾何的問題での正答率が著しく低い。また、基礎的な計算の正答率も高

くなく、計算力の不定着が明らかになった。 
下回っている 

数学 B 
全国平均正答率に比べると、わずかに下回っているが、ほとんど差異はない。記

述問題は、よくできている傾向にあるが、その一方で未回答率も高く、理解して

いる生徒とそうでない生徒の差が大きいように思われる。 
下回っている 

 

2.学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する調査結果の概要 

  

平成 28年 1２月９日 
北九州市立飛幡中学校 
全国学力調査特集号 

 文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成２８年４月１９日（火）に、３年生を対

象として、「教科（国語，数学）に関する調査」と「生徒質問紙調査」を実施いたしました。 この度、本

年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。 

 学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。 

 なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側

面に過ぎません。本校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。 

 
・将来の夢や人の役に立つ人間になりたいという意識は全国
を大きく上回っているが、そのための具体的な取り組みや実

行させることが課題である。                               

・学習習慣、特に家庭学習の地道な取組が不足している。学

校全体での具体的な取組が必要である。                                                                               

・授業におけるめあて・まとめの提示が不充分なので毎時の

取り組みが必要である。また、話し合い活動や問題解決学習

の活動の取組を強化する必要がある。 

質問紙調査の結果分析 



3.調査結果から明らかになった課題解決のための重点的な取組  

① 教科に関する取組（全校で・学年で・学級で） 

 

② 家庭生活習慣等に関する取組 

 

  読書の不足を含め、語彙力がかなり低い傾向にある。また、物事を論理的に考察できない生徒が多い。そこで、作

文を書かせ、自分の意見を述べタリ、授業のまとめを感想として書かせたりする取組を行っている。また、数学では

計算力の定着力・応用力が不足している。そこで、基本的な定着力を着けるため、朝自習等を利用し取り組んでいる

。また、家庭学習のチェックや取組の見直しも検討する必要がある。 

自尊感情や夢・目標、規範意識などを持っている生徒は全国以上にいるが、日々の意識した取組が必要である。

特に、各学年で発達段階に応じた進路学習を適切に行うことで、自己肯定感を持たせるとともに、夢や目標を実

現させ、社会人として自立できる人間になるために具体的な進路計画を立てることで、行動に結びつけさせること

必要がある。  


